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弁護士 大  石  康  智  

 

弁護士 南  條    潤  

外 

 

  



 原告らは、以下の各事項につき、被告に対して釈明を求める。  

 

1. (1) 被告は、浜岡原子力発電所に対し、ミサイル等による攻撃があっ

た場合に放射能漏出事故が生じないよう、対策を講じているか答えら

れたい。対策を講じているのであれば、どのような対策を講じている

か明らかにされたい。 

(2) 被告は、浜岡原子力発電所に、航空機が墜落したり隕石や人工衛

星の一部や宇宙ゴミなどが落下した場合に、放射能漏出事故が生じな

いよう対策を講じているか答えられたい。対策を講じているのであれ

ば、どのような対策を講じているか明らかにされたい。  

2. (1) 浜岡原子力発電所建屋外壁には防水構造扉がそれぞれ何枚ある

か明らかにされたい。外側強化扉と水密扉の二重構造の扉について

は、外側強化扉１枚水密扉１枚として別個に答えられたい。  

(2) 浜岡原子力発電所の建屋の防水構造扉を手動で閉める手順につい

て明らかにされたい。  

(3) 浜岡原子力発電所の建屋外壁の外側強化扉を手動で閉じるには、

外側強化扉１枚あたり、それぞれ何人の人手が必要か明らかにされた

い。  

(4) 外側強化扉を手動で閉める場合、全開の状態から完全に閉じた状

態になるまでにどれくらいの時間を要するか明らかにされたい。  

(5) 建屋外壁の水密扉を手動で閉める場合、扉１枚あたり、それぞれ

何人の人手が必要か明らかにされたい。  

(6) 建屋外壁の水密扉を手動で閉める場合、全開の状態から完全に閉

じた状態になるまでにどれくらいの時間を要するか明らかにされた

い。  

(7) 被告の防災計画上、浜岡原子力発電所で災害発生時に建屋外壁の



防水構造扉の閉鎖に当たる人数は何人か明らかにされたい。  

(8) 建屋外壁の防水構造扉が全て開いた状態から、上記(7)で回答され

た人数で開いた扉を全て手動で閉じる場合、どれくらいの時間を要す

るか明らかにされたい。  

(9)  建屋内部には水密扉が何枚あるか明らかにされたい。  

(10) 建屋内部の水密扉を手動で閉めるには何人の人手が必要か明ら

かにされたい。  

(11) 建屋内部の水密扉を全開の状態から手動で完全に閉めるまでに

どれくらいの時間を要するか明らかにされたい。  

(12) 被告の防災計画上、建屋の外壁の防水構造扉と建屋内部の水密扉

を閉める手順はどのようになっているか明らかにされたい。  

(13) 被告の防災計画上、浜岡原子力発電所の建屋の外壁防水扉及び建

屋内部の水密扉について、全ての扉が開いた状態から、全ての扉を閉

めるまでにどれくらいの時間を要するか明らかにされたい。  

(14)  浜岡原子力発電所では、所内に駐在する運転員が最も少ないと

き、運転員は何人であるか明らかにされたい。また、所内の運転員が

最も少ないときとは、どのようなときであるか答えられたい。  

(15) 被告は、浜岡原子力発電所に、上記(14)で回答された最小の数の運

転員しかいないときに非常事態が生じた場合、浜岡原子力発電所内の

防水構造扉及び建屋内の水密扉を全て閉鎖するために、どのような防

災計画を立てているか答えられたい。  

3.  被告は、防水構造扉（外側強化扉及び水密扉）又は同扉の周囲の壁

や床、ドア枠が、地震動や地盤沈下、断層のずれなどにより、崩壊又

は変形したために、外側強化扉及び水密扉が閉まらなくなる事態を想

定した防護策は講じているか。  

以上  


